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去
る
、十
一
月
十
九
日
（
土
）
、三
鷹
駅
前
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
て
、「
ぴ
ゅ
あ
ネ
ッ
ト
事
業  

星
と
風
の
カ
フ
ェ
１
５
周
年
記
念
式
典
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。  

 

式
典
は
、
「
星
と
風
の
カ
フ
ェ
１
５
年
の
あ
ゆ
み
」

の
ス
ラ
イ
ド
上
映
か
ら
始
ま
り
、三
鷹
市
河
村
孝

市
長
を
は
じ
め
と
し
た
ご
来
賓
の
方
々
か
ら
ご
祝

辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

ま
た
三
鷹
市
長
よ
り
、ぴ
ゅ
あ
ネ
ッ
ト
事
業
へ
、  

こ
れ
ま
で
の
功
績
を
た
た
え
感
謝
状
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。 

式
典
の
終
わ
り
に
は
、ぴ
ゅ
あ
ネ
ッ
ト
事
業
の

設
立
時
を
ご
存
知
で
あ
る
当
法
人
の
松
﨑
理
事

長
、 

前
社
会
福
祉
法
人
は
な
ゆ
め
理
事
長(

現
三

鷹
市
心
身
障
害
者
・児
親
の
会
会
長)

の
鳥
居
佳

子
氏
、元
三
鷹
市
健
康
福
祉
部
長(

現
は
な
ゆ
め

理
事)

の
酒
井
利
高
氏
の
３
名
に
よ
る
ト
ー
ク
セ

ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
当
時
の
貴
重
な
お
話
を
伺
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

ぴ
ゅ
あ
ネ
ッ
ト
事
業
は
、次
な
る
節
目
の
２
０

周
年
へ
向
け
、新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。 

さ
ら
に
よ
り
良
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
目
指
し
、皆
さ

ん
と
と
も
に
進
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

                           

                           

 

当日は天候に恵まれ、秋晴れの中、開催することができました。コロナ禍になってから全てのイベントが中止と

なっていましたが、星風マートは今年 5 月に再開し、今回も無事に開催することができました。時折吹く風が冷た

く寒い一日ではありましたが、会場はたくさんの来場者で賑わい、参加団体の皆さんやお客様の笑顔に包まれた

販売会となりました。お客様からは、「いろいろな商品があって楽しかった。」「コロナ禍になり会えなくなったお友

達を誘うきっかけ作りになった。」等、嬉しいお言葉をかけていただきました。 

次回は 3 月に開催の予定です。今まで以上に、より楽しい、みんなが笑顔になれる販売会を目指していきたい

と思います。 (星と風のカフェ 吉川 十志子) 

～式典配布の星風フォトアルバム～ 

河村三鷹市長からの挨拶文も掲載 

三鷹市長より、ぴゅあネット事業への 

感謝状が授与されました！ 



   

月
の
赫
く
輝
き
て 
古
代
人
の  

      

畏
怖
に
佇
む 

神
帰
月 

 

三
鷹
は
な
の
会 

理
事
長 
松 

﨑 

伸 

一 

  

先
日
、
十
一
月
八
日
の
夕
方
６
時
～
７
時
前
後
、

皆
既
月
蝕
が
起
き
ま
し
た
。テ
レ
ビ
で
も
大
々
的

に
報
道
さ
れ
て
い
ま
た
の
で
、ご
覧
に
な
っ
た
方
も

多
い
と
思
い
ま
す
。思
い
返
せ
ば
昨
年
の
十
一
月 

十
九
日
。同
じ
よ
う
に
東
の
空
に
浮
か
ん
だ
月
に

蝕
が
起
き
ま
し
た
。こ
の
と
き
は
、ほ
ぼ
皆
既
月
蝕

と
い
え
る
９
８
％
の
蝕
が
起
き
て
い
ま
す
。今
年
は

そ
れ
を
超
え
る
大
き
な
月
蝕
と
な
り
ま
し
た
。 

今
年
は
し
っ
か
り
と
カ
メ
ラ
を
構
え
て
撮
影
に

成
功
。レ
ン
ズ
を
通
し
て
宇
宙
の
神
秘
に
触
れ
た

と
こ
ろ
で
す
。月
が
満
ち
欠
け
は
、古
來
よ
り
人

の
世
の
一
大
事
。生
き
死
に
の
問
題
と
も
な
り
ま

し
た
。ま
し
て
月
が
消
え
る
と
な
れ
ば
、世
が
引
っ

く
り
返
る
ほ
ど
の
一
大
事
だ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

そ
ん
な
こ
と
を
知
識
と
し
て
は
捉
え
て
い
た
私
で

し
た
が
、今
回
は
そ
の
初
め
か
ら
終
わ
り
ま
で
レ

ン
ズ
を
覗
き
込
ん
だ
こ
と
で
、初
め
て
事
の
重
大

さ
を
実
感
し
ま
し
た
。こ
ん
な
に
赤
い
妖
艶
な
月

は
初
め
て
で
す
。 

     

  

 

写
真
を
順
番
に
並
べ
て
み
ま
し
た
。ま
ず
は 

 

赫
灼
た
る
輝
く
満
月
。徐
々
に
か
け
て
半
月
か
ら

三
日
月
に
。更
に
欠
け
て
月
が
隠
れ
、そ
の
後
漆

黒
の
闇
が
訪
れ
る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。と
こ
ろ
が

己
の
軽
薄
な
知
識
が
裏
切
ら
れ
ま
す
。光
り
輝
い

た
三
日
月
が
小
さ
く
な
り
消
え
た
瞬
間
で
し
た
。

現
れ
た
の
は
漆
黒
の
闇
で
は
な
く
、妖
艶
に
赤
く

輝
く
月
で
し
た
。人
の
眼
は
惑
わ
さ
れ
て
い
ま
す
。

太
陽
の
光
が
当
た
り
、輝
く
部
分
が
あ
る
う
ち
は

黒
く
し
か
見
え
な
か
っ
た
部
分
が
、薄
い
光
で
赤
い

月
と
な
っ
て
突
然
現
れ
た
の
で
す
。古
代
人
の
眼

は
赤
い
月
を
捉
え
た
で
し
ょ
う
。 

光
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
は
真
実
を
隠
し
ま
す
。知

識
の
浅
は
か
さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
瞬
間
で
す
。 

 

そ
こ
に
は
古
代
人
の
畏
怖
が
あ
り
ま
し
た
。恐

い
月
。 

知
識
の
蓄
積
の
な
い
古
代
、一
瞬
に
し
て
現
れ

た
赤
い
月
を
人
々
は
ど
う
思
っ
た
か
。 

未
知
の
瞬
間
を
経
験
で
き
た
喜
び
と
、古
代
人

の
畏
怖
を
感
じ
た
神
帰
月
と
な
り
ま
し
た
。 

 

 

２
０
２
２
年
も
も
う
す
ぐ
終
わ
り
ま
す
。コ
ロ
ナ

禍
も
３
年
目
と
な
り
ま
し
た
が
、世
界
は
前
に
進

ん
で
い
ま
す
。欠
け
た
月
も
必
ず
満
月
と
な
り
ま

す
。 ２

０
２
３
年
は
兎
の
よ
う
に
前
に
進
ん
で
行
く

年
と
し
ま
し
ょ
う
。 

 



                     

ご
あ
い
さ
つ 

三
鷹
は
な
の
会 

監
事 

仁
礼 

均 

 

こ
ん
に
ち
は
、NP

O

法
人
三
鷹
は
な
の
会
監
事

の
仁
礼 

均
で
す
。
私
は
、こ
の
会
と
の
拘
わ
り
は
、

Ｊ
Ｃ
（
三
鷹
青
年
会
議
所
）
時
代
に
三
鷹
寄
席
の

広
報
車
に
乗
り
、
一
緒
に
広
報
活
動
を
し
ま
し
た

こ
と
が
始
ま
り
で
す
。そ
の
後
、
会
の
前
身
で
あ
る

三
鷹
第
一
作
業
所
の
運
営
委
員
に
な
り
、
今
で
は

社
会
福
祉
法
人
は
な
ゆ
め
と
発
展
し
て
い
く
姿

を
み
て
き
ま
し
た
。
そ
の
関
係
か
ら
三
鷹
は
な
の

会
の
監
事
に
も
な
り
、
２
８
年
間
の
長
い
間
、
関
わ

っ
て
来
ま
し
た
。 

そ
の
間
、社
会
福
祉
の
制
度
も
大
き
く
変
化
し

て
き
ま
し
た
が
、
新
年
会
な
ど
で
の
通
所
生
、
職

員
の
皆
様
が
明
る
く
元
気
に
過
ご
し
て
い
る
姿
を

見
て
、
い
つ
も
感
動
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。
そ
う

い
う
機
会
も
新
型
コ
ロ
ナ
の
流
行
に
よ
り
中
止
に

な
り
寂
し
い
限
り
で
す
。
早
く
終
息
し
て
欲
し
い

で
す
。
ま
た
、
今
年
の
世
界
情
勢
で
ロ
シ
ア
が
ウ
ク

ラ
イ
ナ
進
攻
し
、
悲
惨
な
ニ
ュ
ー
ス
が
度
々
目
に
飛

び
込
ん
で
来
ま
す
。
こ
れ
も
早
く
終
息
を
願
わ
ず

に
い
ら
れ
ま
せ
ん
。 

ま
た
最
近
の
明
る
い
話
題
で
は
、Ｗ
サ
ッ
カ
ー
で

サ
ム
ラ
イ
日
本
が
大
活
躍
し
て
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
に
進
出
し
て
ベ
ス
ト
８
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
広
報
誌
が
出
る
こ
ろ
に
は
結
果
も
出

て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
我
々
も
元
気
を
貰
っ
て
や

っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

                   

（暗闇になるかと思いきや赤い月出現） 

三鷹はなの会 理事会の様子 



                           

                           

                           

「親なき後にそなえて ～家族信託と成年後見制度の活用方法～」 

                         

講師 宮田総合法務事務所 代表司法書士 宮田浩志 

三鷹市自立支援協議会 生活支援部会講演会報告 

           

事務局長 加藤 亮一 

 

 

三鷹市自立支援協議会生活支援部会は障がい・難病を抱えた人（児童）の生活における問題点を持

ちより検討する組織です。障がい種別ではなく、また児童から高齢者までと対象が広いため問題点も多岐

にわたります。 

その中でも悩み、不安を感じている方が最も多いのが「親なき後」。親に代われる子供の支援、住居の

確保、生活のための資金、財産管理と１つ心配になるとさらに心配が広がってしまう方が本当に多いので

す。 

 

部会では少しでも不安の解消に繋がれば、また支援側も社会資源をあらためて学ぶ必要があると、今

回司法書士宮田浩志氏（はなの会たより vol.3 で対談させていただきました）をお迎えし、家族信託と後

見人制度について講演していただきました。 

 

 資産管理や身上保護を成年後見制度だけではなく、 

家族信託という選択もと、それぞれの仕組みから、 

メリット、デメリット、ある家族を例にしたイメージづくり 

を解説してもらいました。また親なき後に障がいのある 

一人っ子の生活を保証したいケースでの家族信託の 

具体的活用事例は、多少理解していたつもりの私も 

本当に勉強になりました。 

 

 特に強調されていた点は、 

①まずは親側の老後をしっかり検討すること！ 現状を把握し将来を予測する。親側がどんな老後

を過ごしたいのか、親の担い手はいるのかを考える。 

②障がいのある子への財産の遺し方を検討する！どのような財産を遺すのか、どんな形で遺すの

かを考える。 

③上記の①②の検討課題について親が“家族会議”を開き、専門家も同席し取りえる選択肢を

比較検討する！親が健全なうちに！ 

 

宮田先生は 80 分間、かなり熱くお話しくださいました。親が元気

なうちに家族に希望・想いを伝えること。「親あるうちに」です。とても

前向きに捉えられる講演会でした。当日の資料等、ご関心のある方

は是非ご連絡ください。私も家族の一員として障がいのある妹の人

生をあらためて母と話したいと思います。母からの提案で家族会議

を開くことは、なかなか難しいかとも思います。ここ数年どこか私(息

子)に背負わせてしまうのではと思っている節もあるので、私から提

案しようと思います。母の希望や想いはかなり長くなりそうです

が・・・。 宮田先生、ありがとうございました。 

 



                           

                           

                           

研 修 報 告 

令和 4年 11月 5日 全国手をつなぐ事業所協議会 全国研修大会・新潟県大会 

テーマ  総合支援法の見直しと就労支援事業の多様化、農福連携の可能性 

 

生活介護事業所 らしく  主任 島村 伸太郎 

  私にとって久しぶりの全国研修大会で新潟県県大会に参加してきました。テーマは「総合支援法の見直しと

就労支援事業の多様化、農福連携の可能性」。午前の部は障がい者総合支援法改正法施行後 3 年の見直し

についての行政説明。就労継続支援 B 型は今までの平均工賃月額に応じた報酬体系だけでなく、利用者の就

労や生産活動等への参加をもって一律に評価する報酬体系の 2 つから選べるようになったことや、就労選択支

援(仮称)では年齢や障害種別にかかわりなく、就労アセスメントの手法を活用した支援を希望する障がい者が

利用できるというものが創設される予定です。また、一般就労の実現を多様な手法で支援するため企業等での

働きは始めに段階的に勤務時間を増やしていく場合、就労系福祉サービスの一時的な利用を可能とする等、時

代背景に合わせた「多様的な働き方」が広がりを見せています。 

 午後の部は、「総合支援法の見直しと就労支援事業の多様化農福連携の可能性」について新潟県・東京都・

静岡県の事業所より発表があり、農福連携については、農家の後継ぎ問題や行政も積極的であるため、法人、

事業所として本気で農福連携を考えるのであれば可能性はあると感じました。農福連携のメリットとして畑に行

き農作業をすることで地域参加を実感し、地域との関りをもつことで地域共生社会に繋がると考えます。事業所

「らしく」として地域に根ざし、地域になくてはならない事業所を目指して、今後は多様性や差別化を図り、魅力

的な選ばれる事業所作りを職員皆で考え進めていきたいと思える研修会となりました。 

 最後に新潟県では電車を 1本乗り過ごし 30分待つことにより 

地方の厳しさを痛感し、研修の開会では越後上越上杉おもてなし 

武将隊で上杉謙信公に歓迎演舞を披露していただき、時間があれ 

ば春日山城跡を見学したいと想いを馳せながら帰路につきました。 

研修を通じて新潟県に行けたこと感謝いたします。 

 

生活介護事業所 らしく  支援員 山本 彩加 

初めての都外へ行っての研修でした。参加者の年齢層が高く、会場に入ってすぐは、自分に理解できるレベル

の話なのかという思いもありましたが、始まって話を聞いていると理解できる話も多く良かったです。 

一番気になっていたシンポジウムの農福連携については、その難しさが伝わってきました。利用者が高齢化し

ているので作業を縮小しているという話にらしくも高齢化しているため、どこも同じような状態なのだと共感しま

した。同じ敷地内にB型と生活介護を作り、やりたいプログラムに参加できるようにしたり、生活介護とB型を合

わせて、それぞれの事業所ごとに仕事をたくさんする事業所があったり、らしくのようにゆっくり過ごしたい方が来

る事業所があっても良いと思いました。 

今回の研修は、いろいろと知り、考える良い機会となりました。 

観光の時間はとれませんでしたが、行ったことがなかった新潟県に 

行くことが出来たこと、知らない地を歩くワクワク感、無人駅があった 

り、電車の窓から見える景色が全然違ったり、コンビニの店員さんが 

気さくに話しかけてくれたり、駅員さんがとても優しかったりと、実際 

行かなければ分からないことを体験でき、研修だけではなく、とても 

有意義な時間を過ごせました。 参加させていただき、ありがとうござ 

いました。 



 ら し く 、日帰り箱根バス旅行へ 
 

 

去る 10月 14日(金)に箱根芦ノ湖方面への日帰りバス旅行へ行ってきました。  

らしくが日帰り旅行へ行くのは３年ぶり。コロナ感染症の影響により、中止や延期が続いていたため、

日帰り旅行へ行く前は、「今回の日帰り旅行もまた延期になるのでは？」と皆さん心配されていました。

職員間においても、皆さんが楽しみにされている日帰り旅行へどうにか行けないかと、バス内は密を避け

る席配置をし、昼食を食べるレストランは個室・貸し切りにするなど感染症対策を講じながら、準備しまし

た。 

  その願いが叶ったかのように、この時期、コロナ感染状況も落ち着き、また旅行に関する国の方針など

も規制緩和され、皆さんが待ちに待った日帰り旅行を行うことができました。 

当日は山のホテルのレストラン「ヴェル・ボア」にて、おいしい料理を堪能し、芦ノ湖を見ながら、箱根の

関所でお土産を買うなど、短い滞在時間でしたが、皆さん、久しぶりの日帰り旅行を大変楽しそうに過ご

されていました。 

「次はまたみんなで一泊旅行へ行きたい！」との要望もあります。コロナ禍で生活様式も様変わりしま

したが、皆で楽しめる余暇をこれからも充実させていきたいと思います。 (らしく 事業所長 須藤 恵) 

                           

                           

                           



                           

                           

                           

ハーベスト、おしゃれの大切さを実感 
 

2022 年も残り僅かとなりました。毎年、この時期

になると一年を振り返りますが、やはり今年も良い  

１年であったと思えるのはグループホームに携わって

いただいている皆様のお陰だと感謝しております。 

ハーベストでは、美容室がなかなか苦手なメンバ

ーのために、私の 10 年来の友人である美容師の小

林直樹さんに来てもらいカットをお願いしています。

毎回、来てくれることをとても楽しみにしていて、賑や

かな雰囲気のなか綺麗になり、「どう、似合う？」と、

会話もいつも以上に弾みます。小林さんは、自然とメ

ンバーにお洒落をすることの大切さを伝えてくれてい

るんだと感じています。 

コロナ禍で、綺麗にする気持ちを忘れがちな毎日

だからこそ、日々のちょっとしたお洒落心、大切です

ね。来年もメンバーとキラキラしながら過ごしていきた

いと思います。 (居住支援部 主任  渡邉 操) 

かのん、花火大会を行いました！ 
 

事業所での火の取り扱いについては安全面を

考慮しており、敷地内での花火は近隣の方々の理

解が必要です。そんな中「季節を感じる行事を行

いたい！」と思っていたところ、ご縁がある「勝渕神

社」の皆様より神社の境内を使ってみてはとあり

がたいご提案をいただきました。早速メンバーに

報告。「花火が出来る！」ことに大喜び。 

当日は天候にも恵まれ神社総代２名、ボランテ

ィアの方々の協力のもと、神社で行う幻想的な風

景にメンバー共々とても感動的な時間を過ごすこ

とが出来ました。終了後かのんに戻ってもしばらく

興奮冷めやらず、とても思い出に残る夜になりまし

た。 

今回協力いただいた近隣の方々との関係を深

められたこと、花火をあきらめていたところ前向き

な  ご提案、ご協力で行えたことに感謝し、これか

らも 地域の方々と積極的に関わりを持ちながら

良い関係を継続出来ていたらと思います。 

(居住支援部 主任 小林 和正) 



                           

 

み
な
さ
ん
は
「
障
害
者
週
間
」
ご
存
じ
で
す
か
。
「
国

際
障
害
者
デ
ー
」
で
あ
る
十
二
月
三
日
か
ら
、
日
本
の

「
障
害
者
の
日
」
で
あ
る
十
二
月
九
日
ま
で
の
１
週
間

を
「
障
害
者
週
間
」
と
す
る
こ
と
が
、
平
成
十
六
年
の

障
害
者
基
本
法
改
正
に
よ
り
法
律
に
規
定
さ
れ
ま
し

た
。 

 

ど
ん
な
１
週
間
か
と
い
う
と
、 

①
国
民
の
間
に
広
く
障
害
者
の
福
祉
に
つ
い
て
関
心
、

理
解
を
深
め
る
こ
と
。 

②
障
害
者
が
社
会
、
経
済
、
文
化
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
分

野
の
活
動
に
積
極
的
に
参
加
す
る
意
欲
を
高
め
る

こ
と
。 

こ
の
２
点
を
目
的
と
し
、
国
、
地
方
公
共
団
体
、
関
係

団
体
等
が
、様
々
な
意
識
啓
発
に
係
る
取
り
組
み
を
し

ま
す
。
今
月
５
日
に
は
政
府
主
催
の
式
典
も
行
わ
れ
、

出
席
さ
れ
た
天
皇
陛
下
か
ら
「
障
害
や
障
害
の
あ
る

人
へ
の
人
々
の
理
解
と
関
心
が
よ
り
一
層
広
が
り
、
真

の
共
生
社
会
が
実
現
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
願
い
、
私
の

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。」
と
お
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

三
鷹
市
で
は
、
こ
の
「
障
害
者
週
間
」
に
あ
わ
せ
「
心

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
推
進
事
業
」
と
し
て
様
々
な
イ
ベ
ン
ト

を
毎
年
開
催
し
て
き
ま
し
た
。
三
鷹
は
な
の
会
も
ぴ
ゅ

あ
ネ
ッ
ト
事
業
を
介
し
、
協
力
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー
で
開
催
さ
れ
る
「
障
が
い

者
作
品
展
」
（
今
年
か
ら
「
カ
ラ
フ
ル
ア
ー
ト
三
鷹
」
に

変
わ
り
ま
し
た
。
）
は
、
皆
さ
ん
ご
存
じ
か
と
思
い
ま
す
。

ま
た
市
長
に
も
参
加
い
た
だ
き
三
鷹
駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー

で
の
啓
発
活
動
や
、
自
主
製
品
販
売
会
な
ど
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。  

 
 
 
  

   

令
和
四
年
度
「
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
推
進
事
業
」
の
テ

ー
マ
は
「
障
が
い
を
抱
え
た
人
の
防
災
」
で
す
。自
立
支

援
協
議
会
の
意
向
も
あ
り
、
三
鷹
図
書
館
（
本
館
）
で

の
障
が
い
当
事
者
非
常
時
持
ち
出
し
袋
を
紹
介
す
る

パ
ネ
ル
展
示
会
と
、
東
日
本
大
震
災
と
障
が
い
者
を
取

り
上
げ
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
「
逃
げ
遅
れ
る

人
々
」
の
上
映
に
決
ま
り
、ぴ
ゅ
あ
ネ
ッ
ト
事
業
は
上
映

会
を
担
当
し
ま
し
た
。 

 

上
映
日
は
十
一
月
二
十
六
日
（
土
）
、
参
加
費
無
料
、

先
着
１
０
０
名
の
設
定
で
、元
気
創
造
プ
ラ
ザ
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
・ホ
ー
ル
を
お
借
り
し
て
行
い
ま
し
た
。 

九
月
に
飯
田
監
督
と
の
打
合
せ
か
ら
始
ま
り
、
チ
ラ

シ
、ポ
ス
タ
ー
の
作
成
、配
布
、
予
約
の
受
付
、対
応
、手

話
通
訳
士
の
手
配
、
ま
た
上
映
後
の
監
督
と
の
ア
フ
タ

ー
ト
ー
ク
の
構
成
な
ど
、
初
め
て
取
り
組
む
イ
ベ
ン
ト

は
い
ろ
い
ろ
な
人
の
助
け
も
あ
り
、
試
行
錯
誤
の
末
に

当
日
８
０
名
の
観
客
を
お
迎
え
し
、
上
映
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。 

 
 

「
逃
げ
遅
れ
る
人
々
」
は
十
一
年
前
の
東
日
本
大
震

災
、
未
曽
有
の
大
災
害
の
な
か
福
島
県
を
中
心
に
、
被



災
し
た
障
が
い
を
も
つ
人
々
と
そ
こ
に
関
わ
る
人
々
の

証
言
を
ま
と
め
た
映
画
で
す
。
な
か
な
か
知
る
こ
と
の

で
き
な
か
っ
た
被
災
地
の
障
が
い
者
を
取
り
巻
く
課
題

や
問
題
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
津
波
も
原
発
の
心
配
も
三

鷹
な
ら
大
丈
夫
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
直
下
型
地
震

が
く
れ
ば
他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
障
が
い
ゆ
え
に

身
を
守
れ
ず
、
情
報
も
得
ら
れ
ず
、
迷
惑
を
か
け
る
か

ら
と
避
難
を
諦
め
る
人
々
。
避
難
所
、
仮
設
住
宅
で
の

大
変
な
不
自
由
を
体
験
す
る
人
々
。
誰
も
い
な
い
避
難

区
域
に
取
り
残
さ
れ
る
人
々
。
調
査
・
支
援
に
奔
走
す

る
人
々
。
こ
れ
が
現
実
か
と
、
あ
れ
か
ら
１
０
年
以
上
も

経
ち
教
訓
と
し
て
の
備
え
を
私
た
ち
は
用
意
し
て
い

な
い
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
ま
す
。 

備
え
は
逃
げ
方
で
も
備
蓄
品
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

地
域
に
は
い
ろ
い
ろ
な
特
性
を
持
つ
障
が
い
を
抱
え
た

人
が
い
る
。
災
害
時
に
は
普
段
以
上
の
ハ
ン
デ
ィ
と
な
る

障
が
い
を
抱
え
た
人
が
い
る
。
こ
の
事
実
を
、
意
識
を

伝
え
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
。 

誰
も
が
心
に
余
裕
が
な
い
時
に
こ
そ
、
日
ご
ろ
か
ら

理
解
と
関
心
を
広
め
て
い
く
こ
と
が
一
番
の
備
え
な
の

か
と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。 

「
障
が
い
当
事
者
が
地
域
で
生
活
す
る
こ
と
が
当

た
り
前
に
な
っ
て
き
て
い
て
も
、
災
害
が
起
こ
れ
ば
支

援
が
必
要
な
人
ほ
ど
、
我
慢
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

が
現
実
な
の
で
し
ょ
う
か
ね
。
」
ア
ン
ケ
ー
ト
の
１
枚
に

書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
私
は
公
助
や
共
助
を
さ
ら
に
求

め
る
の
で
は
な
く
、
障
が
い
を
抱
え
た
人
の
自
助
を
見

守
れ
る
意
識
が
地
域
に
広
が
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
監
督

か
ら
も
「
地
域
の
防
災
訓
練
、
避
難
訓
練
に
ど
ん
ど
ん

参
加
し
て
く
だ
さ
い
！
」
と
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
今

ま
で
以
上
、
積
極
的
に
目
的
も
少
し
変
え
て
、
み
な
で

参
加
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

最
後
に
、み
な
さ
ん
は
「
平
等
」
と
「
公
平
」
の
違
い
、

考
え
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。
障
が
い
を
抱
え
た
人
に

は
「
平
等
」
だ
け
で
は
足
り
な
い
生
き
辛
さ
が
あ
り
ま

す
。
障
が
い
の
違
い
を
考
慮
さ
れ
、
「
公
平
」
な
機
会
が

以
前
よ
り
は
理
解
さ
れ
つ
つ
あ
る
か
と
も
思
い
ま
す
。

し
か
し
「
平
等
」
も
「
公
平
」
も
処
遇
で
す
。
「
障
害
者

週
間
」
の
活
動
を
通
じ
、
あ
ら
た
め
て
処
遇
の
改
善
だ

け
を
社
会
に
求
め
る
の
で
は
な
く
、
障
壁
の
除
去
を
社

会
に
意
識
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
と
、
今
後
も
「
心
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
推
進
事
業
」
に
携
わ
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
し
た
。(
事
務
局
長 

加
藤 

亮
一) 

         

                           

出典: フリー百科事典『ウィキペディア（Wikipedia）』 

 

【編集後記】 

イルミネーションがきらめく季節になりました。 

先日、夜の浅草寺へ出掛けました。ライトアップされていて、人がほとんどいない景色は本当に圧巻でした。

香炉はまだ温かくって、幸せでした。 

コロナ感染するのではないかと不安な友人の健康祈願もして来ましたが、なんと翌日二人から感染の連絡

が・・・。願いが叶わなかったのかと思いましたが、幸い軽症で回復していると聞き、安堵しました。なんとか願い

が届いたようです。  

 

これからも沢山願い事をして、人と繋がっていきたい。 

みんな繋がっているからきっと大丈夫！ 

 

みんなの幸せを祈って、今年最後の便りをお届けします。 

良い年をお迎えください。来年も宜しくお願いします。 

(本部事務局  李 艶) 
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【火鍋のつけダレの作り方】 

つけダレのことは「油蝶（ヨウディエ）」とい

います。胡麻油をベースに自分好みのタレを作

ってください。 

・胡麻油（ベース） 大さじ 3～4 

・黒酢    小さじ 1 

・にんにく    少々 

・塩        少々 

・香菜    たっぶり 

 

 

寒い季節、火鍋好きな方もまだ食べたことがな

い方もぜひ作ってみてくださいね。 

火鍋は「火にかけて煮込みながら食べる鍋料理」という意味があります。火鍋に使われる鍋の仕切り

は、対極である辛いスープと辛くないスープを同時に味わうことから「陰陽」に見立てて考案されたと

いわれています。この形の鍋は、別名「鴛鴦（おしどり）鍋」とも呼ばれています。 

花椒と赤唐辛子を効かせる辛いスープが特徴です。肉や野菜のほか好きな物を入れると良いですよ。 

【スープの材料（2～4人分）】 

・ごま油（もしくは牛脂）……大さじ 1杯 

・しょうが……1片 

・にんにく……1片 

・豆板醤……大さじ 1～2杯 

・赤唐辛子……1～2本 

・花椒（ホアジャオ）……小さじ 1杯 

・鶏がらスープの素……大さじ 1杯 

・水……1L 

・八角……2個 

・シナモン……1本（パウダータイプは小さじ 1/2） 

・五香粉（ウーシャンフェン）……小さじ 1杯 

・クコの実……20個ほど 

・ナツメ……3～4粒 

 

【作り方】 

1. 鍋にごま油と赤唐辛子、花椒を入れて、弱火で

じっくり辛さを出す 

2. 油をしき、豆板醤とみじん切りにしたにんにく、

しょうがを加えて、焦がさないように炒める 

3. にんにくの良い香りがしてきたら、残りのスー

プの材料をすべて加えて煮込む（八角やナツメ

などのスパイスや食材をこのタイミングで加え

てください） 

4. 肉類や根菜などの火が通りにくい食材から順番

に鍋に入れて煮込む（葉物野菜や薄切りのお肉

は火が通りやすいので、煮えた食材からどんど

ん食べていきましょう） 

http://www.hana-yume.jp/

